
第７８期岡山労働学校 「核ＺＥＲＯ教室」 
 
  ドキュメンタリー番組をみます 
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プレ企画 

と き：９月３日（木）１８：４５～ 

     最初 19：10 まで、「78期労働学校の魅力とポイント」を、

県学習協長久事務局長が報告。 

その後ビデオを見て、感想交流します。 

ところ：岡山市勤労者福祉センター ４Ｆ会議室 

（岡山市北区春日町） 

参加費：500 円（学生 300 円） 

【主催＆お問い合わせ先】 

岡山県労働者学習協会 

TEL&FAX 086-232-3738  

今、１枚の写真が注目を集めて
いる。63年前、被爆した長崎で撮
影されたもので、亡くなった幼い
弟の亡きがらを背負い火葬場の前
にたつ「焼き場に立つ少年」と題
された写真だ。撮影したのはアメ
リカ人カメラマン、ジョー・オダ
ネル。去年８月９日、亡くなった。
占領軍として原爆投下後の長崎
に入り、その破壊力を記録するた
め写真を撮影する一方で、軍に隠
れ内密に自分のカメラでおよそ30
枚の写真を記録した。帰国後、被
爆者の記憶に悩まされ、悲劇を忘
れ去ろうと全てのネガを自宅屋根
裏部屋のトランクの中に閉じこ
め、43年間封印してしまう。しか
し晩年になって原爆の悲劇を訴え 

母国アメリカの告発に踏み切っていく。原爆投下を信じる周囲から非難
の声を浴びながら、85歳の生涯を閉じた。 
なぜオダネルは、軍の規則に違反して写真を撮影したのか。なぜその
写真を長年隠し、晩年になってトランクを開け母国を告発したのか。そ
の足跡を追う息子が、遺品の中に残された録音テープを発見した。そこ
には写真に秘められた過去と、真実を伝えざるを得なかったオダネルの
思いが告白されていた。（番組ホームページより） 


